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 要  旨 
  
近年、匠の技能をいかに後世へ遺すかが課題となっている。そのために、匠の技能を効果的に
記録し保存する方法が必要となっている。従来、技能の記録には口頭や文書が使われてきた。し
かし、それらの方法では匠自身が他者へ説明できない技能である暗黙知を記録することができな
いという問題点がある。この問題を解決する方法に情報技術(IT: Information Technology)があ
る。近年ではコンピュータの高性能化などによって専門家ではなくても映像や音声データを扱え
るようになった。ゆえに匠の技能を映像や音声で記録することが可能となったといえる。さらに、
技能の数値化により定量的解析が可能となった。したがって、匠の持つ暗黙知を定量的解析によ
って抽出できる可能性がある。この定量的解析の準備として技能の映像、音声データを記録し共
有する必要がある。そこで先行研究では動画共有サイトを用いてテロップと映像によって工場ラ
インの組み立て作業を簡単に他の従業員へ伝える工場可視化システムを提案した。先行研究で扱
った技能は組み立て作業であるため均一的な作業が求められる。一方で匠の技能は個々が持つ暗
黙知が重要となる。したがって、技能の定量的解析によって暗黙知を抽出することでより詳細な
技能の説明ができると考えられる。そこで本研究では映像や音声といった複数の同期信号を取得
し技能支援システム実現のための技能の定量的解析を目的とする。このためには、作業実験から
同期信号を取得する必要がある。そこで本研究では、けがき作業のデータ取得実験を通して素人
の加工作業から複数の同期信号を取得し作業者特徴の解析を行う。取得するデータはけがき作業
の音声データと映像データとした。また映像データから被験者の肘と指の動きを抽出した手の座
標データも取得した。次に取得したデータを用いて定量的解析を行った。本研究では同期データ
を用いるため定量的解析には時間-周波数解析であるウェーブレット解析が有効である。本解析に
よって被験者が描いたけがき線の歪みに音声と同期した特徴が発生することを明らかとした。 
 
 
